
2025年9月3日・5日 水曜祈り会・金曜集会                      吉田真司                    

本日の学び  テーマ：「ヨシュアへの呼びかけ」 テキスト：ヨシュア記1章1-9節 

【理解の手がかりとして】  

◼ 「ヨシュア記」について ※『旧約聖書に強くなる本』『新共同訳 旧約聖書注解Ⅰ』よりまとめ 

ヨシュア記は「約束の地」を手に入れる物語。申命記に続く書であるが、その約束の地の取得がい

かに申命記の精神（神の言葉、律法）に従って始められ（1:7以下）、また申命記の契約の再確認で終

わっているかを描いている。最終24章の「シケムの契約」の「シケム」とは、申命記27章などに指定

されている「エバル山」と「ゲリジム山」の間の聖所のこと。 

以下に、ヨシュア記の構成について列挙する。 

➢ 序（1章） カナン占領への約束（1-9節）と準備（10-18節） 

➢ カナン征服（2-11章）  

〈中部〉（2-9章） 

・エリコ攻略（2-6章） 

・アイ攻略（7-8章） 

・シケムで申命記（11章、27章）の命令を実行（8:30以下） 

・ギブオン人の降服（9章） 

〈南部〉エルサレム、ヘブロン、ヤルムト、ラキシュ、エグロンの連合軍に勝つ（10章） 

〈北部〉ハツォル、マドン、シムオン、アクシャフなどの連合軍に勝つ（11章） 

➢ 征服されたカナン都市国家の王の一覧表（12章） 

➢ カナン分配（13-18章） 

13章 ヨルダンの東の地（ルベン、ガド、マナセ族の半分に） 

14章 ヘブロン（ユダ族中の客人氏族カレブの一族へ） 

15章 ユダ領 

16章 エフライム領 

17章 マナセ族の残り半分 

18章 ベニヤミン領 

19章 北方6部族（シメオン、ゼブルン、イサカル、アシェル、ナフタリ、ダン） 

20-21章 のがれの町（20章）とレビ人の町（21章）の指定（レビ人は部族として領土を持たず） 

➢ 分散定住した12部族の礼拝所の統一（22章） 

➢ 結び 

23章 ヨシュアの告別説教  

24章 シケムでの契約更新式（主なる神への忠誠の誓い）  

※「ヨシュアは110歳の生涯を閉じ・・・葬られた。」（24:29-30） 

ヨシュア記が扱うのは、荒れ野時代から士師時代へ移行する時代。40年もの長い間、民を率いたモーセ

は、ヨルダン川東岸モアブの地から約束の地を眺めながら息をひきとり、モアブの地に葬られた（申命

記34:1-9）。 

代わってヨシュアがイスラエルを指導する権威を与えられ、民と共にヨルダン川を渡り、カナンの町々

を征服した。ヨシュア記はヨシュアを「第2のモーセ」として描く。※荒れ野時代の終りの段階にイスラエ

ルはヨルダン川東岸を征服し、ガド、ルベン、マナセの半部族が定着していたから、ヨシュア記が主題に

している征服と定着の前段階はすでにモーセの時代に始まっていたのであり、ここでもヨシュアの事

業はモーセのそれを継続しているのである。イスラエルの民は「モーセを敬ったように、ヨシュアをそ

の生涯を通じて敬った」（4:14）。 



◼ モーセの後継者ヨシュア～ヨシュアに対する激励（1:1-9） 

ヨシュアは神から、わたしはモーセの場合と同じようにあなたと共にいて見捨てないから安心せよ、た

だ強く、雄々しくあれ、と励まされる。イスラエルは神がイスラエルの先祖に約束された土地を受け継

ぐであろう。ただしそのためにはモーセが命じた律法をすべて忠実に守らなければならない。そうす

れば行く先々で必ず成功することをヨシュアは教えられる。 

以下に、激励部分（5-9節）の印象的な言葉を列挙する。 

神の宣言    「あなたと共にいる。あなたを見放すことも、見捨てることもない」（5節） 

神の命令    「強く、雄々しくあれ」（6節） 

「律法をすべて忠実に守り、右にも左にもそれてはならない」（7節） 

「昼も夜も口ずさみ、そこに書かれていることを忠実に守りなさい」（8節） 

「うろたえてはならない。おののいてはならない」（9節） 

神の約束（祝福） 「そうすれば、・・・成功する」（7節、8節） 

神の宣言    「あなたがどこに行ってもあなたの神、主は共にいる」（9節） 

 

（聖書教育より） 

「ヨシュア記は、紀元前6世紀に南王国ユダがバビロニアに滅ぼされ、バビロン捕囚という国家崩壊

に直面する中でまとめられました。・・・北王国イスラエルも南王国ユダも、嗣業の土地（神の恵みに

よって託された土地）をアッシリアやバビロニアによって奪われ、失ってしまいました。なぜそうな

ってしまったのか。生きる場所を喪失した今、それでは、これからどう生きるべきなのかを見いだし

直そうとする問題意識から過去を振り返り、約束の地に足を踏み入れようとしていた時代の指導者ヨ

シュアや先祖たちの様子を描いています。」（聖書の学び～バビロン捕囚に直面して） 

「アンネ・フランクが『アンネの日記』の裏表紙に刻んだ『優しくあれ、そして勇気を持て』も心に

響く言葉ですし、主イエスの姿ともつながります。」（大人クラス） 

 


